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船　と　ア　ル　ミ ニ　ウ　ム

一ライフボートを中心に一
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鷲の進歩は一つの画からみうと，デワド・ウゴイト（載

緬Dに封する自重の磁ということができろ．勿論

これには便格の問題ボからんでくるけれども，木㍗から

鐵旨になり，さらに銅態が生れたの1ま主としてこのため

である．

現在胎の梼邉材督は軟婿をはじめとする鐵系続の材料

及び木信が殆ど至部であろが，最近諸外國の頼邉船では

さかんにアルミニウム合金力：馬いられている．一溺を

あ1異tぼ，時々櫛賓，紳戸に萎をみせる画‘Pre5’dent

Ci配！聞d”　〔カワト参窯）で1之ポ」ト・デワキ以上の

上鵜逸謹突、藪命饗などに合計工00トンのアルミニ

ゥ∴合hカ：使用されている．

輸わが霞の懸…‘之世界の第一臓1こあつた．特にニュ

脾ヨ卿ク航路の高速貨撚朦は世界一の逢能をもつてお

t）・　IDftア籾蝿これ頓似してL・るくらいである

ところ灘後外國の文献掘み．入itl－］一る外麟を見，

賦出鷲を蓬つて痛切に感ぜられること12，わが阪で建蓬

され磯洞型の外騰に比し騎排水ilL、）：・lc～2。％

大きく・したがつて灘撒働：等しL、tSt．ffm　Cま．その分

ぜごド　ロ

lcoアツド’ウェイが不利になるわげである

9つともこ無現繊叫mmおきに生琵されている
轍を・5mmおきにするとカ、熔灘更1．廣く用いる

ことによつて招鰍善されるであろうヵ：，も5＿歩勘

L　　・

て輕合金を使用すれば一段と良いことは言うまでもない

特に鍛1ま田際的なものであるから，出來る淀け輕い，性

能の良い瀦を造らなければ，海上で外國船と競孚するこ

とは困難である．

　わが國において般にアルミ＝ウムを使おうとする試み

はもう2〕年も前からあり，潅軍で實際に用いられた炉

張産を第一としてジ｝ラルミン系のものを探用したため

　カツFtま　Americen　President　Linesの

　President　Clevdand，，てr職事中軍用喩逡

船として殴計されたが，職後艦台上にあるうちに

貨客般に設計愛更され1947年末竣工Lた．姉嫁

船‘‘　President　Wilson　，と共に太箏洋航賂の

定期艇てあるiブリツジの上にレーダー・マスト

が見える．要目は

全　　畳

幅

深　　さ

紬噸数
載荷重量

1尊艦客

2等船客

3尊齢客

乗組員

　212．Om

　　23．Om

　　18．5m

15359トン

ID，4SOトン

　　198A
　　132人

　　220人

　　352人
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腐蝕が甚しく失敗した．その後は航空機方

画の腰が堀たしで，舶にアルミ＝ウムは

使いたくても使えないのが賞悩であつた．

　戦筏わが國においてアルミ＝ウムおよび

その台金を紮に使用する機蓮は，アルミ昌

ウムと齢のmfieeに鮒る闘舘民の異．

例とも見られる緊密な協linlLL制にょる緬ヲく

な努力の結果として，もずか激ケ月の短期

間に目ざましい進展を示しp最近正式の廻

慧許可を豫想される第5次造艦計繋，すな

わちエイド’：『アソドによる齢計垂にお

いて一都の鰍：期待さ21るに至つたこと

は，その火つけ役をつとめた私どもとして

該に喜びに耐えない爽第である．

醗蝕軽合金戴命艇

。＿。「

　救命：鷲ま艦力髄難に遭つたとき．案客および乗組員が

酬するのに用いられるものであるth：J例え1酵の灘

th：火災であるような場合，本船は勿諭．附近の海面も皿

瀞に引火すれば文字通り火の海となるので，＊xaysで幽

あることが望ましい．また救命艇は最上居の哩露部に配

置さオ1るから，木欝延では渇度，灘隻の饗化で水密牲オ：

破ら海恐れが溺レ虫害の可能性もある・

　このような理由で鋼製救命誕が蓬られたが，こttは重

畳ボ露いとい5蟻野・：ある・救命艇は脂が海難1こ辺わな

ければ蛮く無用の長物で，商い所に霊蛍物を乗せている

ことは辱ましくない．しかし，1912年融｝不沈といわれ‘

た堂時最大の互鴛「‘Titanic，，〔購欺46，328トン）が

雄女航i海の途上，北大酉洋で氷山に際沈浅し．圭員が

桑るには救命艇が足らず，乗艦者のうち1500僚名が鴛

と泣命を共にするという悲燈な訂件がおこり，その後第

一次大戟でのびのびになつたが，萬四禽議で鯖舶の安蛮

に隅する際約が羅ばれて，船には必ず十分な救命艇を備

えなければならないことになつている．

　輕合血製の救命7芝は麗，不燃，水密，醗餓の諸鐵を

蒜会ずれば憂も適欝なものであり，諸外四では今や救

合艇は輕合金が轍惣；なつている・第1皿は“Pr魔dent

CJeveland”の輕合金鎚救命艇であろ．

　わが顕では各般の事幣から，’これが計盤さえ皆無の現

歌にあるので，まず第一茄手として醗蝕鞍合金饗8m敦

命髪を‘淀計した．しふし第5ラ麟舌計號では8．5m救碕

幾を搭主する婚が多いため，8．5mのものを設け，試作

することとなり，詳頴疑計は礁鶴試灘所大販亥厨を巾心

：こ，各界の意見を答れて行つた・

　髪のコ式は第一証甲型．すなわち‘【内孫浮tのみを有

し，固定蜜側を有する無甲板救缶艇”とした．張度は人

および属装品を浦載1ノヒ安三：に水面におろしうるに十分

なろことを要するが，アメリカのコースト・ガードおよ

28 〆

　　　　　　　第1隅
びドイツの鋼襲救命艇に關する規程を診照して，これら．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・1と同等程壁のものとした．

　艇酸溝邉として（±，肋骨を右すろFrame　Typeと訪

骨を布しないNo　Frame　T｝peを考えたが・No　Frnme

Typeは’Frarne　TYpeにくらべて挺腔重量に憧かに戴少

するけれども，同型の幾を多量に建迭するためプvスを

使用する場合以外は，建遙中に生じた外板の歪を除玄ず

る必翼があるなど，工作力冠i倒であるので．まずFr：rnt

Typeを設計試作すろことに決め臨　　　　　　　　g

　艇の主翼寸浅客俵，定員等は第1表に示す通りであ

り・

　　　’　　　　　　第1’1’

Sm艇
長　　　　　さ
射蓬

va　　　さ1
　　　　　　　コ
蓋」欝剥
定　　　　　員｝

　S．00m

　、2，6Dm

　1．10m

　O．35m

ユ5．OS2mi

　53人

i

8．5rn艇

　S50　m

　2．80皿

　1．15m

　O．35m

17．520皿s

　61入

第一級甲型では定即人當りの超諮積：之ユOf・』

O．2S3・m：と定められていろので上記のようなEAUた6

のでちろ．

救命伽：ア尾一轍した場魚韻蕊がそitl：つ赫
つてもミ．こまないだiナの洋力を必要とするため，木饗齢

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　あ饗簾鷺慧1こ皇二鑓毒嵩舞覆惹II

等にしなけatばならt”木難と異り難その岬零

力をもたないので，室氣箱は常然壌さねばならs’a・
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　　　　ユ38　　’　　　．　　，　、．－v㍉：1．一∴　　．

　　造つた｝2即室騨をそ嫁や鮒容銀は一，　°・・7・’2rn3　：

－1 ﾅあ16．’、　　’　』’　一’、　∴

　　　木製誕ρ蝉籍は厚さ餌mm肚の良質の鍬取は

，蜘板畿ら輝のが舗噛砂％輕餓撫貸
　　容鎖は約印％幡加するのに重量はカ・えつて約．45％｛妙

、．ずるらこのi鍮ヰアルミごウムを使用する一っの剥黙とい

　　えよう伽”・．　　　レ　、　　F　・

　　室黛鞭はいずれの場合も，O．07　kg／cm！の室i氣座試験

1をf斡異常を生じなヤ｝馬こ≒瀞鞭とされ接舗卿

　恥皿嘩め二断雌合として熔灘る・11
　　イ使用された輕合金板は造毅用に最も適するヒド叶リ

　　ウ云系のアルミニウム合金52Sでその成合範園は第2

　熱ご承ナ・　　　　1，　　Jt、・一
　　　幽　　第2蓑「’一”　　1この材料を厚iざ2m血

Mgl

Cr

Si．

Fe

Mn
Cu’
Aゴ幽

2．0～3．0％

、0．15～O．35％　　　、

　　　O．41％以下

　：　o．4％以下’

－　　oユ％以下

　　、0；1％以下

　残　　　部

以上の板に羅延した場合1

　敵質のもので抗張プコは

2孚kg加m9以下，伸びは

　標職瑳巨離2tfで20％以唱

　上，而してElta’t　O，角度

、、1SO°の曲げ試験に合絡ナ

紬のである・山形材ド

　　　　　　　　’・　　、　1　・『1　生　蓬卜研　究　・

　　に用いられることと思われる魁試作艇では一部にわ乎

．、　かばかり使朋ざれているあみである．

　　　i趣合金製艇と鋼齪艇、木製艇との重雌ヒ較を第3i表に

　　示す♂デーヌ㎡あ開係から三甕の8m艇についで比較し

　　S．5m軽合金製艇のデーターを毒考までに併記する．

　　　蟻装品重量世はオ弘ル，宗一トフヅク，㍗スト，，コン

　　イ蝋，アソ売一飲料水などが含まれ，長國際航海に從寧

　　1す珊ρ辮艇には韻1人につL・てO・5・kg¢＝　yデシ

　　押rノレ、クまでそなえている・燗の重量卿人75・kg

　　としている＿船の竿常球態では，定員を除いた艇重丑が

　　1ボートデ・2キ上にあるわけで，般の重心を下げる意昧か

　’らいうと；、輕合：金嚢艇が最もすぐれていることがわが

　　　チ　　　　　　　　　’
　　く∋．　　　　　七　　　一　　一’

　　　さらに霊澄が輕いために，講一トダビ“2ト，ブ・1・ック

　　等季船の附服縮ρ六きさや職を減ずることができ

　　⇔．
　　　　　　　　　　　　s　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　　　S’m　Wh命艇の原贋の比李は第4表に示すようになる．

　　すなわち輕合金翼　　　　　　　第4表
　製　

5

　金襲製

η合

　　　　　みはるや考算占の

濃櫨藷
木高耐側鵬れ艇やが太「えが

種　『irw

．一鰍材ケ等はマグネシ弧5％を含む56Sの鞍

のもρを恥た’．．’∴
　　8．5皿艇の申央旗裁面は第2岡に示した懸りであるが

　500mm一の肋骨心踵に，2．6皿lnの外板をはつている．
L’

�o鎧播威材精は大部分Lアルミ；ウム合金と木ホオで，アル

　　　　リ　§＝ウム合金を便用セてある部分は，一穂骨，艇首材，艇

尾tt・興臨肋航舷側頂ttt’ガソ’ウェー・げレーX，

　艇首尾の肘叛，ピルジV－iレ，’ライジング，クリート等

・で・室無籟は前述のようにアルミニウム製である；木材

　を使用してある部分催，舵，腰掛板晃艇側腰掛楓梁

　柱，下象横置腰掛；艇底内張板，室氣箱囲壁，筋摩材等。

　である，例外として；艇を吊る吊鈎には鍛鍋を用いi自

’動種には黄銅鑑物を周いている・　　　・　　　　．

　　艇鵡は鋲離とし，」軟質56S誕の直径6，8，　le　rnm

　の鋲を用いた＝，三の例をあ

楕

450章OOO互員1

500，000

250，0DD

げ素ば，外板相互の固着は，

脛6mm，心距’20　mmの二列

ジクザグに配置レた】皿頭鋲iとしr

．タト板と肪骨の固着は径8mm，

心距＄Om凧の一列皿頭鋲を

用い．外板と罷骨の固着はi脛

10mm，心距45　mmの＝列
ザクザグに蔵i置した釦頭鋲とし

～た．外板の接合部には永止材を・

播スしている．木材部との接合

は56S製，裡ユ⑪mmの敲釘
を用いた，熔接は將來はさかん

　なお8・5卑試作艇は間もなく起工される予象定になつで

いる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

亀’ ､船への感用

　船｝こアルミr＝ウム合金を使用する主要なる目白引ま鋲酵

ilts’llhによヒユノで鑑量が輕くできるとい5ことにある．アルミ

ニウム合金の比重は軟鋼の約li3であるが，ヤソグ寧も

また約ユノ3であり，i臨…カもやや低いから・アJレミiウ’

ム合金で軟鋼と同等の張度の祷蓬物を設計すれ感1材葺

の寸法を大き’くしなければならない．i挫屈，擁みの何れ

を考え．た場合でも，52Sではだいたい軟鍋め垂の舞

　　　　第’3　表

艇　　盟　　醤
濁範材他猛）顕強　　　　　鰍　　　　窟範窺憲

粟の品忽一

　　　　拠景員載金空木そ憲

8m艇
舞嫉艇i銅製劇木、襲艇
ユ，240kg

520

1co

600

　20
318’

1，55S

3，975

5，533

1，990．　kg’

1．09D

ユ80　「

70D

t20
31S

2，30s’

3、975

6，283

li570　kg

318

1β88

3，975

5，863

　　3．5艇、

　軽合金製髭

1，280　k9

630

650”

　365
1，616

・4，575

6，191

Ip

3D



　窮2雀　第4號
で；いととになる・56S蹴張力力：大

きいからa」1・Nいけi・Eも・餓の齢

造，加工の困難1±やや増大する・

　翻旨では客室を上部にとるためもと

もと上劃謎が非常に大きく・それに

加えて近頃は般員の努魔條件を良くす

るために，從來上甲板以下や毅首璽内

1二あつた下級船員の居室をオ戸プン’

エヤーに装するところにとるようにな

つたので，いきおい上音「馨蓬は客艦

貨鶴と獄第に大きくrsつてきた1

　船の上都難にアルミ昌ワム含金を

使用すればまず第一にその部分の騨

　モ　ロ　　　　「wロロ｝　．』

1－．　’　　　6

139

fqr・

聲’1

「，

カ2徽ずろ．カデダで覇法された59のtg子江用禦皆（第

3醗）は上部1、虻殆んど蕊をアルミニワム合金で蓬り

70Dトソの般に實に114トンのアルミニワム台金を使用

して漢吃水を賞現した・同じく50「Jtソのものも57　tr

ソを使用していろ．

億の上部におげるアルミニワム合金の便用は胆にその

部分だけの正誠幅激に止らず、儒全鰹の1［心の位置が下

り，同じ初；じ笏三ス挺を持たせようとすS，Uば，メヌtソ9

一の位置も同激だけ低くてよく從つて齢の幅を挑くして

もよいことになる．一般にメタtソhりvク・ハイト

GM　QR心GとメStソs一のM距離≒が等しい場合
霊心位置の傾、・方が復原性羅暇が贋いので．霜を狭くレ

てもかえつて役原性は改臭される；

1：．‘’‘t「昌r‘　．　　’　曳｝　「－Trm”「ve－「：T－”　te一

　　　　　　　　　郵3調
簿水量も小さくなり，弧も狭くなれば，綬匿抵抗が減

少するので同じ速力に野しては機驕の馬力が小さく．てす

む・特別な掲合として，馬力が椙當滅少すれば機聞も一

まわり小さいものを用いればよいから，糧開重黛も小さ

くなる．いずれにしても骸料携饗託が少くなり，行動孚

磁等しくとれば燃糧搭聴を滅じてもよいわけであ

る．

　さらに．幅と堺氷量の演少によつて謄毅電量も鰯くな

り゜結局要求を齋足する船は，上部構造において重量を

賊したために澱鍛としてはそ叩i音かの醸だけ

趣鮎ることができる．これによつてアルミニウ給金

　　　　第4凶
が鋼にくらべて高質であるという峡勲も十分力ぞ9一でぎ

るものと思う．

　勿論これらの利釜は上部構造の大きな客船において大

であるが．米図耽たのアル．ミ；ウム鰍アルコアは三隻

のヴィクトリー型駿時標準貨物船を改装，一都客窒を設’

けて，　トリニダワド島・ギヤナ・アメリカ問の定期航路

に就航せしめて．tl一キサイトの1雛を行つている．第4

鰯の゜LAIcoa　Cavalier”｛まその一隻で，約22トソのア

ルミ＝ウム合金を使用している．話は横道へそれるが，

日本でもピソタソ島あたりへ臼家用般が就航するように．

なれば，アルミニウムの製造者，使用者にとつて随分有

利1こなろのではあるまいか．

　なお一言ここでことわつておきたいのは，モータ戸ボ

ートなどの小さな船は別として，もし普通の大型船の船

穀を至都アルミ；ウム合金で造？たとすオLば・かえつて

復原性は悪くなり，また船が輕くなりすぎ，輕荷瓶態で

プロペラを水面下に沈めるために，大ぎなバラスト。タ

yクのスペースをとらねばならぬとい5不都・自’がおこつ

てくることである．

　般にアルミ；ウム合金を用いることによる利鮎の一つ

として，その非磁性があげられる．ジャイロ・コソパス

を持つていると否とにかかわらず，船には必ずマグネテ

ィック・コソパスを1献る・遽常コソバスは操舵室にお

かれるが，その上の曝露部にもコソバスをおいて，前者

を後E一によつて修正レているのであるb：・アルミ＝ウム

合金を以て操舵室を蓬オしば，この不便を解決することが

できろ．

　つぎに醗蝕性であるが，日本海々駿における‘’艦見

ゆ・・の信號で有名な催飲が聯と紀後の今日まで用いら

れている像ど般の壽命は長いものであるから，當然大い

に間巴になる・アルミニウム合金が實船で何十年も用い

られた例はまだないが，今目の蓬鐙月…構造材料たるヒド

。ナリウムfaの合金1まぎわめて謝蝕性力：大で，塗装の方

画も研究されており，腐蝕のマー一ジvl±9sく不要である

　とさえいibtiている．アルミ；ウムのイtソ化傾向が大
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　　　銀5隔1　フランス船‘‘E！Mansour，”’

　　　　　　　のアルミ昌ウム合金製操舵室

きいために，戴や銅系合金との接鯛による腐蝕は絶艦物

をはさむことによつて容易に解決される．52S，56S，

99，3％アルミ＝ウムについての腐蝕試瞼｝ま現在國内の各

造船所t大學，研究所等で始められている．

　アルミ昌ワム含金の工作も大瞳現在造船所で用いられ

ている援絨で十分行うことができる．特に重量物の江殺

が大きな仕事である趣旨所にとり，輕合劃ま有利である．

第6圖の＝人が持つているのは口下石川島逝旨所におい

て醗申の海上保安建700hy級巡覗彗貯‘’大王一tのハッ

チビームであるが，足下の献銅製のものは到底持上ら

　　　　　　　　　　第6圖

なかつた．彰：纂にくらべて輕合金の「hnしい特像は型材等

を曲げるのにあろ程変冷聞加工を行いうることで，これ

によつて挽宏壕における仕事が可なり榮になる。第7園

　　　　　　　　　　　　　　。＿調

のアソグルは下方を一部熱間で曲げたのみで，大部分冷

闘で加工したものである．

　な事わが國ではアソグル

チャンネル等の押出型材は

親格がまだ決まつていない

が，これは土木，建築その

他の部門と協力して同一の

ものを早急に決めたいと考

えている．

　籏袈i品についてもアルミ

ニウムの利用が考えられ，

わが國ではまず手始めとし

て舷窓が試作されつつあ

ろ．水線附近のものは敏も

少く，水密性を要するので

上部で用いらi，Lる四級舷窓

をアルミ昌ウム合金で試作

することになつた．この程　　　　　　　　　　　　　　　郁7闘

度の大きさのものでは容易にアルマイF’をかけられろホ

ら腐蝕の貼も心配が少い・材質はマグネシウム・：～U％

程度のアルミ＝ウム合金が考えられていろが，舷憲溺

在銅系合金を避用しているから，張変，｛置岱等において

も十分封抗できると息われる．ただアルミニウム合幽i

廉耗しやすいので，窓枠とガラス伜との問の蝶替などに

は特別な野策を必誕とすろ，そのほかの臓装晶．關

係1こもアルミニウム合劔：涼々届いられて行く顕向1：あ

ることはB駿・ない．

　以上船にメするアルミニウム合金の臨歌況，利害等

についての腰をのべてきたのであるが，設計，旛垂と

公挺，鋲と1窮蓮，腐蝕と塗装，工作法，振動等々，今授

に残された研究課題は歩々あり，常研突所において樟

いアウトボード゜ニンジンを持つていろので，すぐれた

性質をもつているが工作が困難と言われろ56Sを主要
雛鵬とし静腰勲設言＋離し，齢蹴・2・〕

各方面の御協力を得て，これらの問題をできるだけ唇決

したいと考えている。　（1950。2・23）

船．鎚用輕金憂材料娯親楕の化學域分・
秤、 別 Cu％ Si％ 解恥 0／

下下下　下以以以　以
000000

湘
0

MnP，で Mg％
（1）爵蝕Al合金（5εS）
（2）　　　〃　　　　〃　　　（52S｝
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　　σES　7ヱ02）
（4）ア’レミ；ウム
　　（JES　　7工01．2種）　，

0．ユ0以下　10．姶以下
　8：る9　圭菱月匡　　i8：言8　iff　　I

l一下i一下1

O．G5～，．20　…

O．！U以下

1．0～L5

9．7～5．7

2．0～3．0

　Cr9．で

O．e5～翫2d残

αユ5～螂蔭
　　・－1漿
　　　　　
　　一浮
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